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Big Bomber鉱区の取得並びに試料分析結果に関するお知らせ 

 

当社は、100％子会社であるJipangu Exploration Inc.を通じて、米国ネバダ州において鉱業権（鉱

区：Big Bomber）を取得し、試料分析結果がでましたので、お知らせいたします。Big Bomberは、

当社が米国ネバダ州に保有するフロリダキャニオン鉱山の南方約130キロメートルに位置し、Bureau 

of Land Management（BLM:アメリカ土地管理局）及びネバダ州政府への届出を経て新たに設定し取

得したもので、その概要は以下のとおりです。この度の取得により当社の保有する初期探鉱鉱区は

３鉱区になりました。 

記 

１．鉱業権取得の目的  

当該鉱区にはブレッチャー・パイプ型金銀鉱床が胚胎すると考えられ、地表における試料採取及び

その分析において良好な結果が得られたため、初期探鉱段階にある有望な鉱区であると認識しており

ます。そのため、将来的な鉱山開発の可能性を追求することを目的として、取得したものです。 

  

２．取得した権利の概要  

（１）鉱区名  Big Bomber  

（２）所在地  Churchill country, Nevada, U.S.A  

（３）取得した権利の内容  鉱業権  

（４）取得した権利の範囲  約12平方キロメートル 

（５）取得価額  約2万6千USドル（登録免許税等）  

 

３．主な試料（岩石片）分析値 

試料番号 金 (g/t) 銀 (g/t) 試料番号 金 (g/t) 銀 (g/t)

BB5 2.572 624.8 BB79 0.061 75.8

BB6 1.458 336.8 BB96 0.648 10000(+)

BB7 87.762 2602.6 BB103 0.485 2566.8

BB8 31.768 2148.4 A10048 1.018 536.9

BB9 0.458 154.4 A10977 1.832 3.9

BB10 0.271 1046.7 A11002 0.025 399.4

BB73 0.311 6727.4 A11003 0.010 405.6

※試料分析は米国ネバダ州リノの Inspectorate Laboratories 社が実施しております。 

 

４．今後の見通し 

今後も探鉱事業を鋭意進め、当社の金鉱山事業のさらなる業容拡大を図ってまいります。 

当該鉱区については、本年度は地質調査、地化学探鉱、物理探査等を行い、来年度以降ボーリング

探鉱に着手する見通しです。 

 

以上 



【当社保有の鉱山並びに鉱区】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


